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1. 東京地域の地下水流動と地下温度分布

浅部 表 度 程度 部 度浅部（地表面～深度50m程度）と深部（深度50～150m）の分
布傾向の違い

地表面温度上昇の影響 水理地質と揚水の影響を反映した地地表面温度上昇の影響，水理地質と揚水の影響を反映した地
下水流動の影響

2. 地下温度環境の変化

短期（過去5 15年）⇒ 浅部 地表面温度上昇の影響短期（過去5～15年）⇒ 浅部・地表面温度上昇の影響

長期（過去30～60年）⇒ 深部・地下水揚水の影響

3. 長期モニタリングの速報

浅部地下温度の上昇傾向浅部地下温度の上昇傾向



東京地域における地下温度環境の変遷

地盤沈下・地下水位観測井 地点数：46，深度：100～400m
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東京都土木技術センターと共同で，2000年～2005年に地下温
度プロファイルの測定を複数回実施 ⇒ 地下温度分布を把握

過去データとの比較 ⇒ 地下温度環境の変遷を把握



地下温度の平面分布

G.L. -50m G.L. -100m

高温部： 台地東部～低地中央・南部 高温部： 低地中央・南部高温部： 台地東部 低地中央 南部
低温部： 台地西部・低地北部（内陸部）

高温部： 低地中央 南部
低温部： 台地西部

地下温度分布の地域性と深度差

ヒートアイランドの影響大 地下水流動の影響大



地下温度分布－東西断面

A A’
武蔵野台地 東京低地

西部
東部

都心郊外

武蔵野台地 東京低地東部

A
A’

固結シルト層
（北多摩層）

地表面～標高-50～-100m ⇒ 地表面温度上昇の影響
地下温度上昇部の深度 ⇒ 低地＜台地

地表面温度上昇＋地下水流動の影響を反映



地下温度分布－南北断面

B B’BB
東京低地

南部北部

東京湾

中央部

B’

低地中央部の高温域

⇒ 浅部地下温度の上⇒ 浅部地下温度の上
昇は認められず，深部
まで周囲よりも高温 固結シルト層まで周囲よりも高温 固結シルト層

（北多摩層）

地下水流動の影響を
強く 映 る 能性強く反映している可能性



水理水頭分布
B

水理水頭分布

A’
A

•A-A’断面 （武蔵野台地－東京低地）

B’•B-B’断面 （東京低地南北断面）

A A’

蔵
西部

東部
東京低地 東京湾

B’B

武蔵野台地 東京低地
部

東部 南部北部 中央部

固結シルト層
（北多摩層）

固結シルト層
（北多摩層）

低地北部・台地の標高-100～-200mに低水理水頭部が存在



地下浅部に認められる短期スケールの
地下温度環境の変遷地下温度環境の変遷

地下温度プロファイルの経年変化 1991年参考データ：Dappah et al., 1995より引用

都市化 伴う

15 練馬 25 三鷹

都市化に伴う
地表面温度上昇の影響

1991～2001年よりも，2001～2005年の温度変化が大きく，深部まで到達

浅部地下温度の上昇

地下温度の上昇速度増加と上昇範囲・深度の拡大



地下温度のモニタリング

●熊谷

●
川口

●八潮
●三芳

川口

埼玉県内4地点の観測井において地下温度モニタリングを実施中（2007年4月～）
モニタリング項目：地下温度（1/1000℃）・地下水位・土壌温度



地下温度モニタリング（川口）地下温度モニタリング（川口）

•地下温度プロファイル •地下温度モニタリング地下温度 ァイ
（2000年～2008年）

地下温度 タリ グ
（2007年7月～2008年9月）

深度105m30m: 0.2℃/8年

深度30m
0.025℃/年

深度40m

深度30m

深度40m



まとめ

• 短期（過去5～15年）の地下温度変化

– 深度50～100ｍ程度まで

– 地表面温度上昇の影響．温度上昇の速度が増加

• 長期（過去30～60年の地下温度変化長期（過去 年 地下温度変化

– 深度100ｍ程度～

– 揚水による地下水環境変化の影響揚水による地下水環境変化の影響

• 地下温度モニタリング

– 地下温度上昇の評価地下温度上昇の評価

今後の展開
地表面温度ヒストリ の復元•地表面温度ヒストリーの復元

•都市の地下環境に認められる地下ヒートアイランドの評価
• 地下温度上昇量を推定• 地下温度上昇量を推定
• 東京首都圏規模でのマッピング⇒GIS


